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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⻑⼿段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社⻑
秦 亮⼀

鉄筋業界の未来を切り拓き、建設業の⽣産性と品質を⾰新する
東陽建設工機は、鉄筋工事業者をはじめとする鉄筋を扱う建設業界の企業に鉄筋加工機を販売してきま
した。⼈⼿不⾜が顕著となってきた建設業界において、機械による省⼈化だけでなく、鉄筋加工場全体
のスマート工場化を目指し、AIを活用した工場運営ができるシステムを提供していきます。また、新興
国のインフラ整備や建築分野の発展に貢献するべく、海外への展開も積極的に進めてまいります。

〇本社所在地︓⼤阪府⼤阪市⼤正区
〇事業概要︓鉄筋加工機等の開発、製造

及び販売
〇常時使用する従業員︓211⼈

（2025年6月時点）
〇現在の売上⾼︓61億円

（ 2025年6月期）
〇法⼈番号︓8120001027865
〇Web︓

https://www.toyokensetsukohki.co.jp/

東陽建設工機株式会社（製造業）

経営者
写真

主⼒製品 鉄筋曲機
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2030年に売上⾼100億円を目指す 国内市場︓多様化する顧客ニーズへの対応遅れ
海外市場︓拡⼤する建設需要への進出遅れ
外部環境︓⼈⼝減少による国内需要減
内部環境︓⼈材不⾜と閉鎖的な組織体質
技術課題︓AI・DX・⾃動化の活用不⾜
経営課題︓迅速な意思決定体制の未整備

国内拡⼤︓既存機の⾼度化・個別提案営業・⽣産最適化
プレキャスト⾃動化工場の拡⼤

海外展開︓インド・東南アジア市場で現地特化型の
機械開発と提案営業

DX事業 ︓AI・データ連携プラットフォーム構築

・経営企画室の設置により全社最適と迅速な意思決定を実現
・新事業を独⽴事業部化し、機動⼒と収益責任を明確化
・⾃動化・AI活用により⽣産性と品質の両面を強化
・データ⼈材の採用・育成を通じてDXを推進
・タウンホールや社内SNSによって、開かれた企業文化を醸成


